
令和５年３月に湖西市ゼロカーボンシティ協議会に参加した新居高生２名が

きっかけとなり、新居高校が考える省エネルギーの推進と再生可能エネルギー

等の普及に向けた模索を始めました。

浜名湖に分布するアマモ場は、ブルーカーボン生態系と呼ばれ、海の炭素吸収

源として注目されていますが、そのアマモ場が激減していることを知りました。

アマモ場の再生に取り組んでいる浜名漁協の方から話を聞いたり、アマモ保

護イベントにボランティアとして参加したりと、アマモ場を守ることの重要性

を実感しました。

アマモ場のことを学んだだけで終わらせず、海岸清掃や、アマモ場の保全につ

いての啓発など、自分たちがアマモ場のためにできることに取り組んでいきま

す。

地域学取組事例 No.19 新居高校

モノづくりのまち・湖西市のブルーカーボンを守ろう

浜名湖のアマモ場を観察


